
足 立 区 議 会 だ よ り 令和５年（2023年）4月 25日（5）第 316号

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
一
般
会
計
予
算

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
予
算

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　

別
会
計
予
算

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　

医
療
特
別
会
計
予
算

　

（
４
会
計
予
算
の
内
容
は
８
面
に

　

掲
載
）

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　

７
億
９
千
278
万
５
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
166
億
７
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

237
万
４
千
円

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額　

26
億
２
千
109
万
４
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
192
億
９
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

346
万
８
千
円

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
10
号
）

　

補
正
額　

27
億
５
千
714
万
９
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
394
億
４
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

615
万
５
千
円

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額
△
13
億
１
千
144
万
１
千
円

　
予
算
総
額　

678
億
９
千
30
万
８
千
円

　

（
以
上
、
２
議
案
に
つ
い
て
日
本

　

共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り
反
対
討

　

論
あ
り
）

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額
△
２
億
157
万
５
千
円

　
予
算
総
額　

721
億
３
千
269
万
６
千
円

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）

　

補
正
額　

３
億
１
千
404
万
２
千
円

　
予
算
総
額　

175
億
９
千
761
万
円

◇
足
立
区
基
本
計
画
審
議
会
条
例

　
　

足
立
区
基
本
計
画
審
議
会
を
区

　

長
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　
　

職
員
の
定
数
を
改
め
る
も
の

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
等
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

　

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
る
も
の
の

　

ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

博
物
館
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

　

定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
　

印
鑑
登
録
の
証
明
の
申
請
に
係

　

る
認
証
の
方
法
に
移
動
端
末
設
備

　

を
利
用
す
る
も
の
を
追
加
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
子
育
て
サ
ロ
ン
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

子
育
て
サ
ロ
ン
北
鹿
浜
の
位
置

　

を
変
更
す
る
も
の

◇
足
立
区
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

　

改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
立
学
童
保
育
室
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

足
立
区
立
新
田
西
学
童
保
育
室

　

を
廃
止
す
る
も
の

◇
足
立
区
河
川
流
水
占
用
料
等
徴
収

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

流
水
占
用
料
を
改
定
す
る
も
の

◇
足
立
区
宅
地
開
発
事
業
調
整
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

宅
地
開
発
事
業
の
手
続
及
び
基

　

準
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、
規
定

　

を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
に
お
け
る
保
育
の
利
用
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　
　

千
住
保
育
園
を
廃
止
す
る
ほ
か
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

　

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴

　

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

　

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に

　

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
い
じ
め
等
特
別
調
査
委
員

　

会
設
置
条
例

　
　

足
立
区
い
じ
め
等
特
別
調
査
委

　

員
会
を
区
長
の
附
属
機
関
と
し
て

　

設
置
す
る
も
の

◇
足
立
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

保
険
料
率
を
改
定
す
る
ほ
か
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
国
民
健
康
保
険
出
産
費
資

　

金
貸
付
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　

足
立
区
国
民
健
康
保
険
出
産
費

　

資
金
貸
付
基
金
を
廃
止
す
る
も
の

◇
足
立
区
国
民
健
康
保
険
出
産
費
資

　

金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸

　

付
事
業
を
廃
止
す
る
も
の

◇
足
立
区
こ
ど
も
未
来
創
造
館
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
精
神
障
が
い
者
自
立
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

に
つ
い
て

　
　

以
上
、
３
議
案
は
指
定
管
理
者

　

を
指
定
す
る
も
の

◇
本
庁
舎
中
央
館
空
調
用
熱
源
チ
ラ
ー

　

改
修
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

２
億
801
万
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
皐
月
設
備

◇
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
追
加
分
無
線
ア
ク
セ

　

ス
ポ
イ
ン
ト
及
び
画
像
伝
送
装
置

　

等
の
購
入（
Ｒ
４
債
務
）に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

公
募
型
指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

５
億
６
千
331
万
円

　

相
手
方　

東
日
本
電
信
電
話
株
式

　
　
　
　
　

会
社　

東
京
事
業
部

◇
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
（
３
件
）

　
　

生
活
保
護
法
第
78
条
に
基
づ
く

　

徴
収
金
の
債
権
を
放
棄
す
る
も
の

◇
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　

生
活
保
護
法
第
63
条
に
基
づ
く

　

返
還
金
の
債
権
を
放
棄
す
る
も
の

◇
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　

区
営
住
宅
使
用
料
請
求
金
の
債

　

権
を
放
棄
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和
解
に

　

つ
い
て

　
　

学
校
管
理
下
の
事
故
に
係
る
損

　

害
賠
償
に
関
し
て
和
解
す
る
も
の

◇
指
定
管
理
業
務
履
行
等
請
求
調
停

　

に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て

　
　

指
定
管
理
業
務
履
行
等
請
求
調

　

停
に
関
し
て
和
解
す
る
も
の

◇
北
綾
瀬
駅
前
交
通
広
場
及
び
ペ
デ

　

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
整
備
工
事
請

　

負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

14
億
１
千
680
万
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
大
本
組　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
店

◇
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　

民
営
自
転
車
等
駐
車
場
補
助
金

　

返
還
金
及
び
違
約
金
の
債
権
を
放

　

棄
す
る
も
の

◇
一
本
橋
架
け
替
え
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
億
７
千
300
万
円

　

相
手
方　

松
井
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
店

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

目　

的　

図
書
館
等
複
合
施
設
及

　
　
　
　
　

び
道
路
整
備
用
地

　

所　

在　

梅
田
八
丁
目
430
番
２
か
ら
４

　

種　

類　

土
地

　

数　

量　

６
千
459
・
54
㎡

　
予
定
価
格　

11
億
６
千
500
万
円

　

相
手
方　

東
京
都

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
業
務
委
託
に
お

　

け
る
過
誤
に
関
し
て
和
解
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

（
仮
称
）
花
畑
人
道
橋
整
備
工

　

事
の
施
行
に
伴
い
、
相
手
方
所
有

　

の
工
作
物
を
破
損
等
す
る
損
害
を

　

与
え
た
こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償

　

額
の
決
定

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

区
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
隆
起
し
て

　

い
た
た
め
、
自
動
車
に
接
触
し
、

　

損
傷
す
る
被
害
を
与
え
た
こ
と
に

　

対
す
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

西
保
木
間
小
学
校
全
体
保
全
計

　

画
に
か
か
る
外
壁
改
修
そ
の
他
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

相
手
方
が
区
道
歩
道
内
の
切
り

　

株
に
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を
衝
突
さ

　

せ
転
倒
し
、
頚
椎
捻
挫
等
の
傷
害

　

を
負
っ
た
事
故
に
つ
い
て
和
解
す

　

る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

歩
行
器
を
使
っ
て
歩
行
し
て
い

　

た
相
手
方
が
植
樹
桝
で
転
倒
し
、

　

頭
部
裂
傷
の
傷
害
を
与
え
た
こ
と

　

に
対
す
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　

つ
い
て

　
　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て

　

漆
原
康
次
氏
、
三
枝
求
氏
を
推
薦

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
長
か
ら

　

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
異
議

　

な
い
も
の
と
答
申
す
る
も
の

◇
学
校
給
食
費
無
償
化
を
推
進
す
る

　

た
め
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

（
令
和
５
年
３
月
23
日
に
議
決
し
、

　

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
以

　

下
、
全
文
で
す
。
）

　
　

学
校
給
食
法
第
２
条
で
定
め
る

　

学
校
給
食
の
目
標
達
成
に
向
け
、

　

小
・
中
学
校
で
は
給
食
を
通
じ
た

　

食
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意

　

義
は
大
き
く
、
学
校
給
食
は
教
科

　

学
習
と
並
ん
で
学
校
教
育
の
大
き

　

な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

　

朝
食
を
摂
ら
な
い
子
ど
も
も
多
く

　

お
り
、
家
庭
環
境
に
よ
る
栄
養
格

　

差
改
善
の
面
で
も
、
学
校
給
食
の

　

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　
　

日
本
国
憲
法
第
26
条
第
２
項
で

　

は
、
「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無

　

償
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、 　

教
育
基
本
法
第
５
条
第
４
項
で
は
、

　

「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
設
置

　

す
る
学
校
に
お
け
る
義
務
教
育
に

　

つ
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
し
な

　

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
小
・
中
学

　

校
で
用
い
ら
れ
る
教
科
書
は
、
義

　

務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の

　

無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
等
に
よ

　

り
無
償
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
学

　

校
教
育
の
大
き
な
柱
の
一
つ
を
担
っ

　

て
い
る
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
、

　

教
科
書
と
同
様
、
小
・
中
学
校
等

　

に
お
け
る
無
償
化
が
求
め
ら
れ
て

　

い
る
。

　
　

加
え
て
、
小
・
中
学
校
に
通
う

　

子
ど
も
を
持
つ
家
庭
は
、
教
材
費

　

や
被
服
費
、
修
学
旅
行
積
立
金
等

　

の
多
く
の
教
育
費
を
負
担
し
て
い

　

る
が
、
と
り
わ
け
学
校
給
食
費
は

　

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

そ
の
た
め
、
多
く
の
自
治
体
で

　

無
償
化
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ

　

て
お
り
、
足
立
区
も
令
和
５
年
度

　

か
ら
区
立
中
学
校
の
学
校
給
食
費

　

無
償
化
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。 　

一
方
で
、
小
・
中
学
校
の
学
校
給

　

食
費
無
償
化
実
現
に
は
、
自
治
体

　

に
お
け
る
財
源
確
保
が
大
き
な
課

　

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
国

　

会
及
び
政
府
に
対
し
、
学
校
給
食

　

費
無
償
化
を
推
進
す
る
た
め
、
自

　

治
体
へ
の
財
政
支
援
を
行
う
よ
う
、

　

強
く
要
望
す
る
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

　

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財

　

務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
あ
て
）

◇
足
立
区
生
き
が
い
奨
励
金
支
給
に

　

関
す
る
条
例

　
　

高
齢
者
が
健
康
で
充
実
し
た
生

　

活
を
送
る
た
め
に
、
生
き
が
い
奨

　

励
金
を
支
給
す
る
も
の

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

継
続
に
反
対（
議
案
に
賛
成
）、
無

　

会
派
議
員
よ
り
継
続
に
反
対
（
議

　

案
に
反
対
）
の
討
論
あ
り
）

◇
家
庭
用
廃
食
油
を
区
の
事
業
と
し

　

て
回
収
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情

◇
都
立
高
校
入
試
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

　

テ
ス
ト
の
点
数
を
加
え
る
こ
と
を

　

中
止
し
、
次
年
度
以
降
の
ス
ピ
ー

　

キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
中
止
を
求
め
る

　

意
見
書
を
東
京
都
に
提
出
す
る
こ

　

と
を
求
め
る
陳
情

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

不
採
択
に
反
対
の
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
立
小
・
中
学
校
全
て
の
給

　

食
調
理
場
に
空
調
設
備
の
設
置
を

　

求
め
る
請
願

　

区
長
か
ら
任
命
の
同
意
が
求
め
ら

れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員　

久
保
田　

善
彦

医
療
的
ケ
ア
児
・
家
族
へ
の
成
長
に

応
じ
た
段
階
的
な
支
援
の
構
築
を

【
問
】
区
立
保
育
園
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
時
間
に
つ
い

て
、
正
社
員
で
の
勤
務
等
で
入
園
を

諦
め
る
保
護
者
が
出
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
通
常
保
育
と
同
様
に
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
保
育

時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
受
け
入
れ

時
間
の
拡
大
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

【
げ
ん
き
】
実
際
に
保
護
者
か
ら
受

け
入
れ
時
間
拡
大
の
希
望
が
あ
る
た

め
、
看
護
師
の
シ
フ
ト
勤
務
や
応
援

体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

中
国
残
留
帰
国
者
が
安
心
し
て
穏
や

か
に
過
ご
せ
る
温
か
な
足
立
区
に

【
問
】
中
国
残
留
帰
国
者
の
居
場
所
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
重
要
で
あ

る
。
地
域
交
流
と
絆
を
深
め
る
た
め

に
、
行
政
先
導
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
中

国
帰
国
者
・
日
中
友
好
の
会
」
や
地

域
と
連
携
を
図
り
、
継
続
的
な
居
場

所
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
全
区

的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
水
餃
子
づ
く
り
や
活
動
お

披
露
目
会
、
防
災
対
策
研
修
等
を
盛

り
込
ん
だ
企
画
を
積
極
的
に
行
い
、

２
世
３
世
も
一
緒
に
楽
し
め
る
活
動

を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

【
高
齢
者
】
令
和
５
年
２
月
に
開
催

し
た
交
流
会
で
は
、
帰
国
者
の
ほ
か
、

２
世
３
世
の
参
加
が
あ
り
、
当
日
参

加
し
た
帰
国
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
楽
し
め
た
」
「
満
足
し
た
」
と

の
多
く
の
声
が
あ
っ
た
。
今
後
の
企

画
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
帰
国
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
か
ら
意
見
を
聴
き
、
水

餃
子
づ
く
り
や
防
災
対
策
研
修
等
も

含
め
、
２
世
３
世
も
さ
ら
に
一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

学
童
保
育
室
を
よ
り
便
利
に

【
問
】
多
く
の
保
護
者
か
ら
、
長
期

休
暇
中
に
学
童
保
育
室
の
弁
当
を
作

る
負
担
を
減
ら
し
て
欲
し
い
と
の
相

談
を
受
け
て
い
る
。
他
自
治
体
で
は

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
た
め
、
足
立
区
で
も
長
期
休

暇
中
の
弁
当
持
参
の
在
り
方
を
変
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
地
域
】
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
視

点
か
ら
、
長
期
休
暇
時
等
に
弁
当
を

持
参
し
な
く
て
も
よ
い
制
度
の
導
入

は
必
要
と
考
え
る
。
他
区
の
事
例
等

を
参
考
に
令
和
５
年
の
夏
休
み
か
ら

モ
デ
ル
的
に
導
入
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

多
子
世
帯
に
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

【
問
】
子
ど
も
一
人
を
育
て
る
た
め

に
は
約
３
千
万
円
以
上
か
か
る
と
の

デ
ー
タ
も
あ
る
中
で
、
多
子
世
帯
の

金
銭
的
な
負
担
は
大
き
い
。

　

第
３
子
以
降
に
誕
生
祝
い
金
の
支

給
や
出
産
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ

て
い
る
他
自
治
体
も
あ
る
中
で
、
金

銭
的
な
負
担
で
出
産
を
断
念
す
る
家

庭
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
足

立
区
独
自
に
第
３
子
以
降
へ
の
出
産
・

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
さ
ら
に
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
区
独
自
施
策
で
は
な
い

が
、
保
育
施
設
を
利
用
す
る
第
３
子

の
保
育
料
無
償
化
や
１
歳
を
迎
え
る

子
が
い
る
家
庭
へ
「
こ
ど
も
商
品
券
」

を
配
付
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
国
や
都
の
制
度
を
活
用
し
、

区
独
自
制
度
の
必
要
性
を
研
究
し
な

が
ら
、
第
３
子
以
降
へ
の
出
産
・
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

政策経営、総務、危機管理、施設営繕、区民、地域（＝地域のちから推進）、産業経済、福祉、衛生、ワクチン（＝新型コロナウイルスワクチン接種担当）、環境、都市建設、教育指導、学校運営、子ども（＝子ども家庭）･･･各部長

議
決
結
果

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

令
和
５
年
度
予
算
・
補
正
予
算

令
和
４
年
度
補
正
予
算

条　
　

例

報　
　

告

そ
の
他
の
議
案

無

会

派

　
　

無　

会　

派　

中
島
こ
う
い
ち
ろ
う　

議
員

す
べ
て
の
子
育
て
世
帯
へ
届
く

政
策
の
実
現
に
向
け
て
！

第
1
回
定
例
会
で
の

第
1
回
定
例
会
で
の


